
　あけましておめでとうございます。市民の皆さまには、輝かしい新年をお迎えのことと心よりお　あけましておめでとうございます。市民の皆さまには、輝かしい新年をお迎えのことと心よりお
慶び申し上げます。慶び申し上げます。
　昨年、瀬戸内市は、市制施行 20 周年を迎えました。これを記念して市民の皆さまが瀬戸内市に　昨年、瀬戸内市は、市制施行 20 周年を迎えました。これを記念して市民の皆さまが瀬戸内市に
誇りを持ち、活力あるまちをつくっていくことを目的に、11 月 1 日を「瀬戸内市民の日」として誇りを持ち、活力あるまちをつくっていくことを目的に、11 月 1 日を「瀬戸内市民の日」として
制定しました。市制施行 10 周年以降、「100 年先へ、人の輪がつながるまち」を目指して、新病制定しました。市制施行 10 周年以降、「100 年先へ、人の輪がつながるまち」を目指して、新病
院の建設による地域医療の充実、市民図書館の整備による市民の学習の場の提供、錦海塩田跡地へ院の建設による地域医療の充実、市民図書館の整備による市民の学習の場の提供、錦海塩田跡地へ
のメガソーラーの誘致や新電力会社設立などによる脱炭素社会の実現、高校生までの医療費の無償のメガソーラーの誘致や新電力会社設立などによる脱炭素社会の実現、高校生までの医療費の無償
化や育児用品購入チケットの交付など新たな子育て支援策の充実、公共交通の整備などに取り組ん化や育児用品購入チケットの交付など新たな子育て支援策の充実、公共交通の整備などに取り組ん
でまいりました。また、クラウドファンディングによる日本刀「太刀 無銘 一文字（山鳥毛）」のでまいりました。また、クラウドファンディングによる日本刀「太刀 無銘 一文字（山鳥毛）」の
購入や企業の誘致など、地域の活力、市の魅力・価値の向上につながる取り組みを行ってまいりま購入や企業の誘致など、地域の活力、市の魅力・価値の向上につながる取り組みを行ってまいりま
した。した。
　一方で近年、人口減少や新たな感染症、激甚化・頻発化する自然災害への対応や、労働環境の質　一方で近年、人口減少や新たな感染症、激甚化・頻発化する自然災害への対応や、労働環境の質
の向上や多様な人材の確保を目指した働き方改革など、新たな課題も出てきております。の向上や多様な人材の確保を目指した働き方改革など、新たな課題も出てきております。
　このため、50 年先を見据えた「土地利用計画」、多様な人材が活躍できる職場環境やワークライ　このため、50 年先を見据えた「土地利用計画」、多様な人材が活躍できる職場環境やワークライ
フバランスの推進による「ダイバーシティ社会の実現」、DX の推進による「デジタル社会の実現」、フバランスの推進による「ダイバーシティ社会の実現」、DX の推進による「デジタル社会の実現」、
自助・共助・公助による「災害に強いまちづくり」など地域課題の解決に向けたさらなる取り組み自助・共助・公助による「災害に強いまちづくり」など地域課題の解決に向けたさらなる取り組み
が求められています。が求められています。
　今後も市民の皆さまとの対話を深めながら『瀬戸内市に住みたい、住み続けたい』と思っていた　今後も市民の皆さまとの対話を深めながら『瀬戸内市に住みたい、住み続けたい』と思っていた
だだけるまちづくりを推進していきますので、皆さまの一層のご理解、ご協力をよろしくお願いいたけるまちづくりを推進していきますので、皆さまの一層のご理解、ご協力をよろしくお願いいた
します。します。
　結びに、皆さまにとりまして本年が明るく希望に満ちた一年となりますよう祈念し、新年のご挨　結びに、皆さまにとりまして本年が明るく希望に満ちた一年となりますよう祈念し、新年のご挨
拶といたします。拶といたします。
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国税庁 LINE
公式アカウント

　・所得税の確定申告について　　西大寺税務署　☎０８６ - ９４２ - ３８１５
　・市県民税の申告について　　　税務課　☎０８６９ - ２２ - １１１４

問
問

　

▽ 開設期間　令和７年２月 17 日（月）～３月 17 日（月）※土日祝は除く

▽ 相談時間　午前９時～午後５時（受付は午前８時 30 分から午後４時まで）

▽ 会　　場　西大寺税務署（岡山市東区西大寺中２ｰ 24 ｰ 13）
※来場の際は、公共交通機関をご利用ください。
■上記の開設期間では、ママカリフォーラム（岡山市北区駅元町 14-1）でも
　相談できます。
※相談にはママカリフォーラム用の入場整理券が必要です。
■確定申告会場では、原則としてご自身のスマートフォンを利用して確定申告書
　などを作成するため、マイナンバーカードをお持ちの人は次のパスワードと
　ともに持参してください。
　①「利用者証明用電子証明書」（数字４桁）
　②「署名用電子証明書」（英数字６文字以上 16 字以下）
■申告会場への入場には「入場整理券」が必要です。
　入場整理券は、当日配付または LINE アプリによる
　オンライン事前発行で取得できます。
※オンライン事前発行は、来場希望日の 10 日前から申し込み可能です。
※入場整理券（当日配付分）の配付状況に応じて、後日の来場をお願いする場
　合があります。

【西大寺税務署からのお知らせ】

確定申告会場のご案内確定申告会場のご案内

国税庁 LINE 公式
アカウント

年頭挨拶年頭挨拶

100 年先へ、100 年先へ、

人の輪がつながるまちを目指して人の輪がつながるまちを目指して

瀬戸内市長　

　　　武久　顕也

　確定申告は

マイナポータル連携で
控除証明書などのデータが
自動入力できます！
※利用には事前準備が必要です。

「確定申告書等作成コーナー」では
金額などを入力すると
自動計算で申告書が完成！

マイナポータル連携の
詳細はこちらから

申告書作成コーナーは
こちらから

マイナンバーカードで
e-Tax

作成コーナー
便利な e-Tax をぜひ
ご利用ください

※令和６年分の確定申告書等作
　成コーナーは令和７年１月上
　旬に公開予定です。




